
資料№４
報告第2号関係

旭川市社会福祉審議会の概要



　○構成　委員３４名
　○所掌　社会福祉に関する事項
　○庶務　福祉保険課福祉保険係

○構成　委員５名
○所掌　民生委員の適否の審査に関する事項
○庶務　福祉保険課地域福祉係

○構成　委員１８名
○所掌　障害者の福祉に関する事項（精神障害者に関する事項を除く。）
○庶務　障害福祉課障害事業係

○構成　委員９名（医師７名，歯科医師１名，薬剤師１名）
　　　　障害者福祉専門分科会委員の兼任で構成
○所掌　身体障害者の障害程度に関する事項，
　　　　身体障害者手帳の交付に係る医師の指定及び取消しに関する事項
○庶務　障害福祉課障害福祉係

○構成　委員６名
　　　　障害者福祉専門分科会委員の兼任で構成
○所掌　障害者福祉施設等の補助対象事業の選考

　　　　 ○庶務　障害福祉課障害事業係

○構成　委員１１名
○所掌　高齢者の福祉に関する事項
○庶務　長寿社会課地域包括ケア推進係

○構成　委員６名
　他分科会委員と兼任で構成
○所掌　地域公益事業に関する事項
○庶務　福祉保険課福祉保険係

地域公益事業専門分科会

高齢者福祉専門分科会

旭川市社会福祉審議会の組織（令和６年５月）

旭川市社会福祉審議会

民生委員審査専門分科会

障害者福祉専門分科会

　審 査 部 会

障害者福祉施設等整備部会
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社会福祉法（抜粋） 

 

（地方社会福祉審議会） 

第七条 社会福祉に関する事項（児童福祉及び精神障害者福祉に関する事項を除く。）を調

査審議するため、都道府県並びに地方自治法（昭和二十二年法律第六十七号）第二百五十

二条の十九第一項の指定都市（以下「指定都市」という。）及び同法第二百五十二条の二

十二第一項の中核市（以下「中核市」という。）に社会福祉に関する審議会その他の合議

制の機関（以下「地方社会福祉審議会」という。）を置くものとする。 

２ 地方社会福祉審議会は、都道府県知事又は指定都市若しくは中核市の長の監督に属し、

その諮問に答え、又は関係行政庁に意見を具申するものとする。 

（委員） 

第八条 地方社会福祉審議会の委員は、都道府県又は指定都市若しくは中核市の議会の議

員、社会福祉事業に従事する者及び学識経験のある者のうちから、都道府県知事又は指定

都市若しくは中核市の長が任命する。 

（臨時委員） 

第九条 特別の事項を調査審議するため必要があるときは、地方社会福祉審議会に臨時委員

を置くことができる。 

２ 地方社会福祉審議会の臨時委員は、都道府県又は指定都市若しくは中核市の議会の議

員、社会福祉事業に従事する者及び学識経験のある者のうちから、都道府県知事又は指定

都市若しくは中核市の長が任命する。 

（委員長） 

第十条 地方社会福祉審議会に委員の互選による委員長一人を置く。委員長は、会務を総理

する。 

（専門分科会） 

第十一条 地方社会福祉審議会に、民生委員の適否の審査に関する事項を調査審議するた

め、民生委員審査専門分科会を、身体障害者の福祉に関する事項を調査審議するため、身

体障害者福祉専門分科会を置く。 

２ 地方社会福祉審議会は、前項の事項以外の事項を調査審議するため、必要に応じ、老人

福祉専門分科会その他の専門分科会を置くことができる。 

（地方社会福祉審議会に関する特例） 

第十二条 第七条第一項の規定にかかわらず、都道府県又は指定都市若しくは中核市は、条

例で定めるところにより、地方社会福祉審議会に児童福祉及び精神障害者福祉に関する事

項を調査審議させることができる。 

２ 前項の規定により地方社会福祉審議会に児童福祉に関する事項を調査審議させる場合に

おいては、前条第一項中「置く」とあるのは、「、児童福祉に関する事項を調査審議する

ため、児童福祉専門分科会を置く」とする。 

（政令への委任） 

第十三条 この法律で定めるもののほか、地方社会福祉審議会に関し必要な事項は、政令で

定める。 

 

 



3 

社会福祉法施行令（抜粋） 

 

（民生委員審査専門分科会） 

第二条 民生委員審査専門分科会に属すべき委員は、当該都道府県又は指定都市若しくは中

核市の議会の議員の選挙権を有する地方社会福祉審議会（法第七条第一項に規定する地方

社会福祉審議会をいう。以下同じ。）の委員のうちから、委員長が指名する。 

２ 民生委員審査専門分科会に属する委員がその職務上の地位を政党又は政治的目的のため

に利用した場合は、当該委員について、委員長は、前項の規定による指名を取り消すこと

ができる。 

３ 民生委員審査専門分科会の決議は、これをもつて地方社会福祉審議会の決議とする。 

（審査部会） 

第三条 地方社会福祉審議会は、身体障害者の障害程度の審査に関する調査審議のため、身

体障害者福祉専門分科会に審査部会を設けるものとする。 

２ 審査部会に属すべき委員及び臨時委員は、身体障害者福祉専門分科会に属する医師たる

委員及び臨時委員のうちから、委員長が指名する。 

３ 地方社会福祉審議会は、身体障害者の障害程度に関して諮問を受けたときは、審査部会

の決議をもつて地方社会福祉審議会の決議とすることができる。 
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旭川市社会福祉審議会条例 

 

（趣旨） 

第１条 この条例は，社会福祉法（昭和26年法律第45号。以下「法」という。）第７条第１項

の規定に基づく審議会その他の合議制の機関に関し必要な事項を定めるものとする。 

（名称） 

第２条 前条の機関の名称は，旭川市社会福祉審議会（以下「審議会」という。）とする。 

第３条 削除 

（組織） 

第４条 審議会は，委員35人以内をもって組織する。 

２ 特別の事項を調査審議するため必要があるときは，審議会に臨時委員を置くことができる。 

（委員） 

第５条 委員の任期は，３年とする。ただし，補欠の委員の任期は，前任者の残任期間とする。 

２ 委員は，再任されることができる。 

３ 臨時委員は，その者の任命に係る特別の事項に関する調査審議が終了したときは，解任さ

れるものとする。 

（委員長の職務の代理） 

第６条 委員長に事故があるときは，あらかじめその指名する委員が，その職務を代理する。 

（会議） 

第７条 審議会の会議は，委員長が招集する。 

２ 委員長は，委員の４分の１以上が審議すべき事項を示して招集を請求したときは，審議会

を招集しなければならない。 

３ 審議会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

４ 審議会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，委員長の決するとこ

ろによる。 

５ 臨時委員は，その者の任命に係る特別の事項について会議を開き，議決を行う場合には，

前２項の規定の適用については，委員とみなす。 

（専門分科会） 

第８条 審議会の専門分科会（民生委員審査専門分科会を除く。以下この条において同じ。）

は，委員及び臨時委員のうちから委員長が指名する者で組織する。 

２ 審議会の各専門分科会に専門分科会長を置き，その専門分科会に属する委員及び臨時委員

の互選によりこれを定める。 

３ 専門分科会長は，その専門分科会の会務を掌理する。 

４ 専門分科会長に事故があるときは，あらかじめその指名する委員又は臨時委員が，その職

務を代理する。 

（民生委員審査専門分科会） 

第９条 前条第２項から第４項までの規定は，民生委員審査専門分科会について準用する。こ

の場合において，同条第２項中「委員及び臨時委員」とあり，及び同条第４項中「委員又は

臨時委員」とあるのは，「委員」と読み替えるものとする。 

（審議会の庶務） 

第10条 審議会の庶務は，福祉保険部において処理する。 
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（委任） 

第11条 この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，市長が別に定める。 
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旭川市社会福祉審議会条例施行規則 

 

（趣旨） 

第１条 この規則は，旭川市社会福祉審議会条例（平成12年旭川市条例第30号）の施行に関し

必要な事項を定めるものとする。 

（専門分科会） 

第２条 旭川市社会福祉審議会（以下「審議会」という。）に次の各号に掲げる専門分科会を

置き，それぞれ当該各号に定める事項を調査審議させるものとする。 

(１) 民生委員審査専門分科会 民生委員の適否の審査に関する事項 

(２) 障害者福祉専門分科会 障害者の福祉に関する事項 

(３) 高齢者福祉専門分科会 高齢者の福祉に関する事項 

２ 前項各号に掲げる専門分科会に係る事項以外の事項を調査審議させるため必要があると

きは，審議会に同項各号に掲げる専門分科会以外の専門分科会を置くことができる。 

３ 専門分科会の会議は，専門分科会長が招集する。 

４ 専門分科会長は，委員の４分の１以上が審議すべき事項を示して招集を請求したときは，

専門分科会を招集しなければならない。 

５ 専門分科会は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

６ 専門分科会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，専門分科会長の

決するところによる。 

７ 臨時委員は，その者の任命に係る特別の事項について会議を開き，議決を行う場合には，

前２項の規定の適用については，委員とみなす。 

８ 専門分科会の決議は，これをもって審議会の決議とする。 

（審査部会） 

第３条 障害者福祉専門分科会に審査部会を置き，次に掲げる事項を調査審議させるものとす

る。 

(１) 身体障害者の障害程度の審査に関する事項 

(２) 身体障害者手帳の交付に係る医師の指定及び取消しに関する事項 

２ 審査部会は，障害者福祉専門分科会に属する委員及び臨時委員のうちから委員長が指名す

る者で組織する。 

３ 審査部会に審査部会長を置き，審査部会に属する委員及び臨時委員の互選によりこれを定

める。 

４ 審査部会の会議は，審査部会長が招集する。 

５ 審査部会長に事故があるときは，あらかじめその指名する委員又は臨時委員が，その職務

を代理する。 

６ 審査部会の決議は，これをもって審議会の決議とする。 

（部会） 

第４条 前条第１項に規定する審査部会のほか，特別の事項を調査審議させるため必要がある

ときは，専門分科会に部会を置くことができる。 

２ 部会は，その専門分科会に属する委員及び臨時委員のうちから専門分科会長が指名する者

で組織する。 

３ 前条第３項から第６項までの規定は，部会について準用する。この場合において，同条第
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３項及び第４項中「審査部会」とあるのは「部会」と，「審査部会長」とあるのは「部会長」

と，同条第５項中「審査部会長」とあるのは「部会長」と，同条第６項中「審査部会」とあ

るのは「部会」と読み替えるものとする。 

（専門分科会の庶務） 

第５条 次の各号に掲げる専門分科会の庶務は，それぞれ当該各号に定める課において処理す

る。 

(１) 民生委員審査専門分科会 福祉保険部福祉保険課 

(２) 障害者福祉専門分科会 福祉保険部障害福祉課 

(３) 高齢者福祉専門分科会 福祉保険部長寿社会課 

（委任） 

第６条 この規則に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，委員長が審議会に

諮って定める。 
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旭川市社会福祉審議会運営規程 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は，旭川市社会福祉審議会条例（平成12年旭川市条例第30号）及び旭川市

社会福祉審議会条例施行規則（平成20年旭川市規則第24号。以下「規則」という。）の施

行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（審査部会の会議） 

第２条 規則第３条第１項の規定に基づき設置する審査部会（以下「審査部会」という。）

は，委員の過半数が出席しなければ，会議を開くことができない。 

２ 審査部会の議事は，出席した委員の過半数で決し，可否同数のときは，審査部会長の決

するところによる。 

 （部会の会議についての準用） 

第３条 前条の規定は，規則第４条第１項の規定に基づき設置する部会（以下「部会」とい

う。）について準用する。この場合において，前条第１項中「第３条第１項」とあるのは

「第４条第１項」と，「審査部会」とあるのは「部会」と，同条第２項中「審査部会」と

あるのは「部会」と，「審査部会長」とあるのは「部会長」と読み替えるものとする。 

（専門分科会等の会議の特例） 

第４条 専門分科会長，審査部会長及び部会長は，緊急その他やむを得ない理由があるとき

は，会議の開催に代え，委員に対し，書面により意見を求めることができる。 

（会議の公開） 

第５条 旭川市社会福祉審議会（以下「審議会」という。），専門分科会，審査部会及び部

会（以下「審議会等」という。）の会議は，旭川市市民参加推進条例（平成14年旭川市条

例第36号）第13条第１項本文の規定に基づき，公開するものとする。ただし，審議の内容

が旭川市情報公開条例（平成17年旭川市条例第７号）第７条各号に掲げる事項及び同条例

第８条に規定する事項（同条各号に掲げる事項を除く。）のいずれかに該当するおそれが

あると審議会等が認める場合を除くものとする。 

（会議の記録） 

第６条 審議会等の会議の記録は，それぞれ委員長，専門分科会長，審査部会長及び部会長

並びにこれらの者がその都度指名する委員が確認することにより確定するものとする。 

２ 前項のその都度指名する委員の数は，審議会にあっては２人，専門分科会，審査部会及

び部会にあっては１人とする。 

 

 


